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はじめに

秋田県立博物館は4年の準備の後に昭和50年5月に開

館した。第1展示室は導入展示・総合展示・固定展示と

して、「秋田県を時の流れに従って、地球の誕生から昭

和35年頃までを概観する展示」として企画された。第2

展示室は研究展示・可動展示であり、第3展示室は分類

展示・部門展示・可動展示として考えられた1)

オープン後の各方面の意見を踏まえて、館では将来の

展示替えの大まかなスケジュールを話し合った。地方自

治体の設立によるもので、館の予算はすべて税金でまか

なうため、一切の無理と無駄を省くことが大前提であり、

慎重にその時期や個所が検討された。第2展示室では定

期的に展示替えが行われており、第1および第3展示室

の中から一部手直しの必要な展示部分が選定された。

それらの中で最初に第3展示室の生物部門展示を54年

1月オープンの形で展示替えすることが決定された。大

体の日程は昭和52年の9月補正予算で設計費の一部200

万円、昭和53年当初予算に残りの設計費と約半額の施工

予算を計上した。残余の施工費と剥製等の購入費は債務

負担として54年度支払いとなった。53年6月に基本設計

8月に実施設計、10月から施工、54年1月オープンとい

う進め方であった。正式には約10ケ月の展示工事であっ

た。

当館としては初めての大規模な展示替えであり、極め

て短期間で実行された工事でもある。その他多くの特徴

があり、この展示替えを経て館の得たものは大きいもの

と考える。一部で公立博物館の展示の原点がうんぬんさ

れる時期でもあり、なお今日の自然史の展示は混迷を続

けているやにも見られる現在、この実践の概略を記録す

ることは無意味ではないと考える。

本報告を草するに当り、お世話いただいた館長はじめ

職員の皆様、展示の設計施工をされたKK丹青社の関係

各位にあつく御礼申し上げる。

旧展示の内容と反省

旧展示は前記のように昭和50年5月にオーフ・ンした。

事務局は46年4月に発足していたが、当時の博物館に対

する認識は極めて不充分なものであった。例えば展示設
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計という仕事について事務局自体もやっと認識し始めて

いたころで、多額の展示費を予算化することはもとより、

展示設計を建築設計に先行させることの理解などについ

て隙路は実に大きいものがあった。幸い46年11月に「設

計の前に構想があり、その前に思想や学理がある。まず

どのような博物館を作ろうとするのかを専門家にはかる

ように」との知事の発言で設立構想が作られ、この構想

を基礎としてスタートしたのでその後は大変順調に進捗

した。しかし学芸担当の人数は46年4名、47年6名であ

り、美術工芸・歴史・考古・民俗・生物・地質の担当が

そろった時点からわずか3ケ月後に基本設計が印刷され

ている。この基本設計の作業が極めて短期間であった事

は、その後の実施設計期間が相当長かつたにも拘らず、

後に大きな影響を与えた。即ち展示予算の配分の大枠が

基本設計で確定していたため、その後の大きな変更はな

く生物展示の大綱もこの時点で決定されたと考えてよい。

さて生物部門の展示への参加は大きく三つに分けられ

る。第1展示室は45億年前から昭和35年頃までの秋田の

県土にくりひろげられたドラマを時の流れに従って、自

然・人文の両面から総合的に把握し、ジオラマ通りとブ

ランチの二重展示によって立体的に構成している。進化

や古生物を地質部門が担当したので、生物部門はもっぱ

ら現在の生物相を担当することとなり、地質時代・原始

時代・歴史時代という三大別の中で展示テーマを生かす

ことができず補助的な役割にとどまり、部門のテーマを

展開することができなかった。

第2展示室はテーマ展示・研究展示のパートであり、

オープン時は「菅江真澄と秋田の風土一男鹿・八郎潟

」を展示したが、生物部門は「エジョロ」について部分

参加をした。

以上のように生物部門が第1・第2展示室で展示テー

マを充分に生かすことができなかったので、第3展示室

は五つの部門の可動展示であるにもかかわらず、その内

の約半分の面積（316㎡/739㎡）を分担することと、一

部半固定的な展示（水鳥の生活）を行うことについて内

外の了解を得て作業を進めた。しかし第3展示室は基本

的には可動展示であり、分類展示・専門展示であること

が明示されていたので、ガラスケース内はパネルとその
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前に置かれた標本などの資料という組合せを中心として

設計された（図1)。

展示の態様から言えば生物展示の半分以上（下記の①

の全部と④のイ・口）はこの形式であり、残りの半分以

上（②のイ・ロ・ハ、③の全部、④のハ・ニ）はむき出

しパネルと標本の組込み、そしてわずかに簡易なジオラ

マ形式の水鳥の展示と台上のけものの剥製展示があると

いう表現の仕方であった。標本も植物は殆どI昔葉とカラ

ー写真のセットになったもの、乾燥標本は展示台上にじ

かにおくかピンどめ、液浸標本は透明アクリルの直方箱

入り、剥製標本の多くはむき出しの形で「分類展示」を

かなり強く意識したものであった（図3～9）。

一方展示テーマは最終的に以下のようになった。

①秋田の森林と生物一④常緑広葉樹林と北限の蝶、＠

雑木林、⑧秋田のスギ、eブナ極相林、④亜高山帯

の森林、e高Ill植物、①湿原。

②背骨のある動物一④水から陸へ、＠脊椎動物のひろ

がり、e身近な烏のすみか、e水鳥の生活、④秋田の

獣類。

③川と湖の生物たち－①上流の生物、＠中流の生物、

⑤下流の生物、e潟湖の生物、④海岸砂地の生物。

④海四季の生物一①夏回遊魚、＠秋多彩な動物

群、⑤冬ハタハタ漁、e春海ソウの群落。

これらは陸上・水域・海と生育地ごとに大きく展示部分

を分け、その主役となる生物群を中心として生態学的な

知識の学習を意図したものであった。考え方はあくまで

も生態系をたて糸とし、生物の種類をよと糸として構成

したものである。そのためあらゆる生物群が全体のど

こかに展示されていることを心掛けた。キノコもシャジ

クモもミズゴケも有殻アミーバもナメクジもどこかで何

らかの形で参加しているように考えられている。パネル

面はカラーコルトン・カラー写真や人着イラストを多用

してモノクロをできるだけ避けた。

完成した後に展示の可動性については色々の疑問がだ

された。ユニット化した台上の標本は、台ごとまたは個

体ごと交換することは簡単で可動的である。しかしパネ

ルはすべて写真の印画紙の貼りこみであり､パネルが900

x2200mと大きく、上部をつないでいることもあり、殆

ど固定的な展示と考えざるを得ない。第3展示室につい

てはこの点が今後の展示替えに大きな影響をもつことを

設計時に予測し得なかった事が反省された。さらに表現

や内容に多くの批判的意見があった事については既に述
0

べている。これらを端的にとらえると一つは展示が平

板だとするテーマや表現上の問題と解説の文字が多すぎ

て内容が難かしいという教育普及上の意見にまとめられ

る。

昭＃Ⅱ52年ころから館の大きな展示替えの場所の選定や

順序の設定が行われ、生物部門の大幅な見直しが計画さ

れた時、上記の批判に充分に応え得る展示を作る使命を

負う事となった。

新展示の内容と表現

昭和52年4月当初、館長から広い視野で展示を考える

ことと創意工夫を大事にすることを申し渡された。これ

らはいずれも偏狭な学問指向‘性によってのみ展示を考え

ることをいましめたものと受けとられた。生物担当はこ

れに対応して新しい展示について部屋全体の印象を一変

するような環境づくりを目指した。

現在完成された新しい展示テーマは次のようである。

部屋は大きく二つに分けられ、第2室は展示の意図から

更に二つの方向づけがなされている。第1室は秋田の自

然のなりたちを生態学的な立場から総合的に展示する試

みで、「自然の中の生き物」と名付けられている。第1

室の内部の小セクションは以下の如くである。

lの①森林の初夏……カモシカの生態

1の②森林の秋………クマの生態、キツネの生態

lの③水辺の冬･･…･…水鳥の生態、イタチとウサギ

lの④烏のくちばしとあし

1の⑤けものの歯

1の⑥動物のくらし（カラーVTR)

第2室の中ではテーマ展示がなされている。その中で

は人間のくらしと密着したテーマを重視し、一方で完全

な可動展示のできる部分、収蔵展示を行う部分を確保し

た。それらのオーフ。ン時のテーマは以下の如くである。

2の①花と虫

2の②有毒・有害な生き物

2の③森と林と木

2の④高ll｣植物

2の⑤雪と生物

2の⑥季節展示一海ソウ

2の⑦分類展示一秋田の貝

次にこれらの表現上の特徴等を述べる。

lの①～③について

第1室は①～③による構成が主で、④～⑥はその補足

的なものにすぎない。部屋全体は光度が全量の2Q96でう

す暗く、内部に平而図に見るように三つの島状の造形が

あり、①～③の展示がなされている（図2）。これら

の展示に使用された展示物は次の第1表のようである。
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第1表オープンジオラマの展示要素

－80－
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この第1室は電子制御されたライトがテープレコーダー

の音声と同調して進み、朝～夕方への変化と、初夏～秋

～冬の季節感を表現する。使用されたスポットライトは

38個で、その内7個は夕日用とし、他は一般照明用とし

て用いられ、暗転から100％まで光の耐llをする。ピン

スポットは16個でそれぞれの剥製をサイクルの途中で照

明するようにコントロールされている。:ﾘ旧は東側から

9Bは西側にセットされている。烏や虫の鳴き声・風や

葉ずれの音など効果音が各展示部分について2分程度で

録音されドラマの進行役をつとめている。合計6分余で

l周することとなる（図10～16。

lの④烏のくちばしとあし、⑤けものの歯

第1室の両隅にケースを作り、照明は①～③に影響を

及ぼさないように慎重に設計されている。④では烏の剥

製が食性の違いによってグループ分けされ、大きいもの

はコウノトリやオジロワシ、小さいものはキビタキまで

全部で28羽展示されている。すべてむきII!Lで猛きん類

のくちばしやつめにさわることも可能である。水きん類

の靴は透明アクリルの水面下にあり、みずかきの状態な

どの観察もできる。背面には透Iylアクリルで切り抜かれ

た各種の餌をとるスタイルがイメージ岐示されている。

⑤には黒色で統一された台上に獣類の剥製が草食・雑食

・肉食にわかれて展示され、その前[Illには同じく動物の

頭骨がおかれて歯の観察ができるようになっている。キ

ツネの頭骨のレプリカがあり、手前のレバーを引くと「

アーン」と□を開けて中を見易くして子どもたちに喜ば

れている。これら二つの展示はタイトル・コーナー解説

・ラベルのみで、内容の解説は各2ケ所あるインターフ

ォンによっている（図17～18)。これらの展示は特に

学校教育による利用の面から考えられたものであり、中

学校理科のカリキュラムに対応するものである。

lの⑥動物のくらし（カラーVTR)

オープンジオラマの動物はドラマの主役ではあるが、

それ自身は動かない。静止しているカモシカのひづめを

見たり、クマの爪を見るには適しているが自然の【|'で動

物がどのような躍動をしているかも興味深いものがある。

そのような要求を充たそうとするのがこのテレビによる

ビデオの放映である。次の4本を用意し、1週間椴度の

サイクルで順次とりかえる他に、特に要望があればその

つど応えることにしている。

イ、八郎潟の野鳥一夏烏の生態

ロ、仁別のニホンカモシカ

ハ、イヌヮシとチュゥヒ

ニ、飛ぶけものムササビとコウモリ

いずれも地元のテレビ会社・生態研究家と提携して作ら

れた16m映画をビデオ化したもので、1本8分程度のも

のである。

2の①花と虫（図19．20)

次のような櫛成がなされている。

。天井にジャガイモ・ナス・トマト・ピーマンなどナ

ス科、ハクサイ・タカナ・アブラナ・ダイコン・キャベ

ツなどアブラナ科の野菜の花のカラーコルトンがあり、

野菜は割合同じ仲間に入ることを表わす。

。野菜の原座地のイラストがあり、原産地が世界の中

で6～8ケ所に集中していることを表わす。

。野菜の花18種のカラーコルトンがあり爵号がついて

いる。その下に6個の野菜のレフ。リカ（サツマイモ・オ

クラ・ミョウガ・ホウレン､ノウ・サトイモ・レタス）が

あり、ボタン点滅によってその花は上のどれかを当てる

装憧がある。当ると番号に赤ランプがつくようになって

いる。

。ノハナショウブの受粉にトラマルハナバチが重要で

あることを豆球の点滅と花のレプリカで示す。訪花昆虫

の標本、虫とヒトの目の可視光線の範囲がちがう展示。

。アクリルの系統樹によりアゲハチョウの系統を示し、

その末端に標本を配し、奥の方に食樹（草）のカラー写

真をおくことで平行的な進化の関係を表わす。

。アメリカシロヒトリの秋田県における分布拡大の様

子を豆球の点滅で示す。アメリカシロヒトリとシンジュ

サンの標本をおく。

2の②有毒・有害な生き物（図21)

･ヒトの生命に危険を与える生物を分類群や生育地に

関係なく選び出して毒性の強いものをより中心に、弱い

ものを周辺に配して、アクリルバンド（赤一強、オレン

ジー中、黄一鋤）で表示した。

。グループ分けは次のようである。オクトリカブト・

ドクゼリなどの植物のカラー写真と根の液浸標本5種、

クサフグ・アカフグなどの魚類の液浸標本6種、スズメ

バチ・アシナガバチなどのハチの巣と虫の標本6種、シ

ロタマゴテングタケ・タマゴテングタケ・ツキヨタゲな

どの毒キノコのレプリカ¥2種、マムシとカツオノエボシ

の液浸標本。

。他に毒と薬は紙一重として、ハシリドコロとエジョ

ロ（シュロ､ノウ・アオヤギソウ）の例。よく間違う食用

キノコと有毒キノコとして、ムキタケとツキヨタケ、ホ

ンシメジとクサウラベニタケ、クリタケとニガクリタケ

の例示。

。さらに双l股実体瀕微鏡による、力やハチの刺の観察、
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レンズによるマムシの歯の拡大。

2の③森と林と木（図24．25）

A面とB面に分れており、A面はすべてブナ材の縁甲

板で作られ、B面はスギの本柾が張り込まれている。

。A面にはアオモリトドマツ林とブナ林のカラー写真

落葉広葉樹林の種の多様性を示す部分、むき出しの材幹

と材の標本展示を針葉樹6師・広葉樹7種。

。同じ<A面にスギの粘英樹とブナの巨木のモノクロ

写真、材の縦断の顕微鏡写真、その前に2台の単眼顛微

鏡をおいて材のう。レパラートの観察をする。

。さらに左側にはオートスライドがあり、現在は「春

の山菜」と「秋田の野生ラン」が入っている。解説はイ

ンターフォンとスピーカーの切換えが｢J能で、季節によ

って館が選択することになっている。

。B面には左はじにダイナビジョンがあり、スギの人

工林・コナラの雑木林・ブナの天然林を次々と写し出し

森林のようすの違いを暗示する。

。次に森林が人間の営力・火山などの活動・氷河il寺代

などの気候変化・地質時代の植物の進化などによって大

きく変化することを、写真・泥炭・埋れ木・化石などで

表わす。

。右側に植物の標本とそれで作られた製品がおかれて

いる。ラベルには和名のみが抜けている。樹皮つきの材

で作ったドアがあり、中にその種のカラーコルトンがあ

る。ドアを開けないと植物名が分らない仕組み。組合せ

はコシアブラーオデキ棒、カスミザクラー樺細工、イタ

ヤカエデーコケシ、サワグルミー下駄、コナラー木炭。

2の④高Ill植物（図2:',)

･高山植物14種のレプリカを造型上に配し、押しボタ

ンによって豆球を点灯させて名前を調べる展示である。

国の天然記念物である秋Illの駒ケ岳をモデルに選び3枚

の特色ある環境の写真を示し、その下にそれぞれ岩場か

ら砂喋地の植物、適湿な草地の植物、湿地から雪Illの植

物と分けて配列している。この写真は明るく照明されて

おり、暗い第1室の人口に立つと第2室のアーチごしに

効果的に見えるように位ifi設定されている。

2の⑤雪と生物（図22）

・研究的な展示コーナーとして2年程度で展示替えを

考えている部分である。

。日本海側の多雪と太平洋側の少雪による生物師分化

の違い、分布の相違をとりあげている。左側に鳥海叢杉

のモノクロ写真、ムラスギと人工スギの年輪の標本。右

側にクロマツの風衝林のモノクロ写真と冬毛・夏毛のノ

ウサギの剥製標本。さらに上の方にポラビジョンによる

祇雪のしくみの解説。

。中央にプラスチック製の積層モデルによる日本の積

雪分布図模型があり、その両側に偏日本海側・偏太平洋

omの分布をする昆虫標本がおかれている。さらにユキツ

バキ・キャラボク・ハイイヌガ､ヤ・ハイイヌツゲ・ヒメ

アオキのモノクロ写真を日本海mに、ヤブツバキ・イチ

イ・イヌガヤ・イヌツケ．・アオキを太平洋側に展示し、

いずれも幹を人工着色して特色をきわだたせた。

2の⑥季節展示

1年を6期程度に分け標本や写真を中心として館員の

手で時々の話題資料や新着資料、季節感のある展示を描

成するものである。ガチャ受けを付したパネルと旧展示

に使用したユニット展示台を利用するのみである。

2の⑦分類展示と収蔵展示

⑥と同様に全くの可動展示で標本を中心として2．3

ケ月で展示替えをするものである。できるだけ分類群を

重点として考える。

。この下方の部分に引き出しを24個おき、来館者が自

由に開けて見られるようになっている。今後順次標本を

入れて収蔵展示としての機能をもたせて行きたいと考え

ている。引出しの大きさはドイツ型の昆虫標本箱に合わ

せている。現在は「秋田の沈水植物」「薬用植物」が入

っている。

以上の配列の状況は平Ifll図の示す通りである（図

2）。一見して新''1の展示における表現や内容上の相違

が明白であろう。ただし賛否についてはそれぞれの立場

からどちらにも意見があるであろう｡事実旧展示について

も一部専門家筋からは高い評価が得られていたし､simple

でbeautifulな展示という評もあった。ただ両者で展示さ

れた資料種別が全く比率を変えた事は特に報告しなけれ

ばならない。第2表にその一覧を示す。他館における生

物展示についても比較すれば面白い討論になるものと考

える。

展示企画の変遷と要因

l展示の意図とテーマの変遷

前述のようにテーマや表現手法が平板だとする意見と

内容の伝達が難かし過ぎるという批判を端的にとらえて

その改善を図る方向で展示替えの計画がねられた。「平

板さ」を打ち破るためには当然のように立体化さらには

「展示の目玉は何か」という議論が生じる。しかし巨大

な恐竜化石もlll:界的に珍奇な生物も美しい生き物もいな

い秋田県を主題としてという制限をつけられると、いわ
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進めた。人口を新設する、ケースのガラスを全部取り去

る、照明をスポット主体に切換える、音と動きを入れる

などはこの際の環境作りの基礎となった考え方である。

表面的にはこれら展示テーマの流れを追うと第3表の

ようになる。

1976年度内に担当で考えられた試案を除けば1977年以降

の大要は実現していることになる。担当が一度成案とし

たものは当然の事ながら最終的にも殆んど変わらない。

その成案を得るに至る過程の困難さは公立博物館の展示

の場合は特に指摘できる。

当館の展示替えのスケジュールにのっとり、生涯教育

や学校教育の需要に応じた展示の開発という側面と、収

蔵資料の充実に基づく公開という積極的な側面とが展示

替えの考え方の主柱となった。今回の展示替えについて

従来の資料の収集や所在調査の蓄積は少なからず力を発

揮した。例えば剥製の新規収集は19%、使用した全写真

原板の新規収集は60％であった。液浸標本・貝・海そう

・材幹などはすべて既収の資料で展示がなされた。一般

的には資料が充実すると自ずと展示が考えられる。逆に

展示を考えるためには資料を充分備わっていなければな

らないかというと、筆者は少なくとも自然史に関する限

り、そして地方博物館では殊にそれにこだわる必要はな

いものとfI断する。テーマを先行させてそれに合わせて

優先的に展示資料を収集すればよい。特に計画的な資料

収集を考えるならば展示を早目に済ませて、その後に充

分な基礎資料の収集を考えるべきである。もちろんその

ためには事前に充分なる理解を行政側にしてもらわなけ

ればならない。自然史では「展示を決めるのは資料だ」

という言葉と「展示ではテーマが先行する」というパラ

ドックスが存在する。コレクションによって成立する要

素の少ない公立の地方博物館では資料には苦労するが、

「展示テーマの資料による束縛」には少なくともあまり

苦労しなくともよいという評価もできるのではないだろ

うか。

ゆる単一の資料によって館のイメージを高めたり、展示

室の印象を決定づけてしまうことはできない。やはりあ

りのままの秋川の自然から、その取り上げ方や持って行

き方によって展示の目玉を創造しなければならない。も

ちろん展示の目玉という通俗的な発想に反擁する意見も

あり中々具体的な案は生じなかった。

1976年度中にジオラマを含む21項目の展示テーマを用

意して、部屋全体の環境作りを優先する考え方で検討を

第2表新旧展示における資料の種別

Ⅱ外部の意見について

1977年7ﾉ1から8月にかけて展示テーマについて成案

を得ることができたことをはじまりとして、今回の展示

替えの節目々々に外部の意見を傾聴した事は大変大きな

効果を持ったように考えられる。

外部という場合、生物担当から考えれば館内の他の人

の意見は外部となる。｜司様に博物館から考えて主管課や

教育庁、教育庁内から考えて財政課などの知事部局、県

から考えて一般市民や報道関係など様々な捉え方ができ

－83－

比較

減った資料

増えた資料

新規の資料

＊内訳

低木5種・ササ・ヨシ・ススキ・スゲ3種・シダ

2種・野菜6個・ノハナショウブの花・高山植物

14種・キノコ15種なと

＊＊内群

化石標本・泥炭柱・民俗資料など

**＊内訳

ポラビジョン・ダイナビジョン・オートスライド
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イラスト

写真

コピー
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とり剥製
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頭骨
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貝標本

樹幹
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る。これからの文中での「外部」は上の様々な意に用い

るので、前後からそれぞれの文意をお汲み取りいただき

たい。

1）生物展示替懇談会

館内では館長以下10名内外の生物展示小委員会が結成

され様々な意見が出されたが、担当としてはぜひ来館者

の意見をききたく、生物学の素養をもっている応用関係

の人を中心として懇談会を設け自由な放談をしていただ

きその中から貴重なヒントを得ようとした。人選は年令

性別にこだわらず、次のような職種の方々であった。

。大学助教授･農業試験場職員・県水産課職員。

水族館々長･教育センター指導主事。林業センター

職員･中学校教諭・新聞記者。第1回の懇談会の結

果次のような貴重な意見が出された。

。くらしと自然との結びつきを中心として身近な内容

をとり入れる。県博の目玉となるような展示がほしい

。解説を少なくする。自然の豊かさを具体的な姿でみ

せる展示がほしい。音・光・動きを入れる。展示に

難易のグレードをつける。子どもコーナーを作る。

体験学習を重視する。収蔵展示を考える。カモシカ

やキツネはどんな生活をしているかみせたい。クマが

生きてゆくためにはどんなものがどの位必要だろうか

◎小泉潟の生物相を総合的に研究した展示がほしい。

全国的に見れば秋田にはまだ自然が多く残っていること

を知らせ大事にさせたい。。ジオラマについて分ってい

る部分と分らないことを区別して展示する。博物館は

学問の世界の将来について責任を負っている資料の蓄

積、研究者の養成につとめるべきだ．。秋田における生

物分布の意外性をとりあげるべきだ……など

これらを館では下のように数点にまとめてその後の計

画の基礎にすえた。

①展示をわかり易くする。

参加できる展示を多くする。

照明効果を工夫する。

②生物の生態がよく分かるような展示。

身近な日常生活に関連の深いテーマをとりあげる。

第3表展示テーマの変遷
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③パネル1mを立体化して変化をつける。

音・光の変化・動きを導入する。

④現在の展示で利用できるものを生かす。

将来に備え可動的な部分を設定しておく。

この会は合計3回聞かれたが、第IHの会合で館の希望

通りrniiに話していただいて色々なMl度の発想を感得す

ることができ大変参考になった。わかりやすい展ホ・目

玉となる展示を織想する上で大きな惟進ﾉﾉとなった。

2）環境俊元ジオラマからオープンジオラマへ

生物腔示において目玉となるものという考え方は博物

館の専門家ならずとも当然帰結する好.え方であるが、実

際具体化することは大変むづかしい。N立の博物館のよ

うに永い歴史と裏付けとなる資料の柴K'iがあれば、耳目

をそばだたせるような資料そのもののfllll値によって展示

を構成できる。しかし多くの地方の後発の博物館ではそ

の粥は不可能であり、それがゆえに多くは目玉なしに、

あるいは最近の館の多くは「環境復元ジオラマ」の方向

に向っている。

mmQ年のオープンに際して生物展示室にジオラマを
0

作らなかった理由については既に記したが、もう一度そ

の要点をならべると、館としての第3展示室の使命と金

がかかりすぎることの2点にしぼられる。前者について

は館内小委員会で生物展示室を第1展示室の流れとして

把握すること、特に現在の自然を立体的に展示する部分

と考えることが了解された。多額の岱川がかかる点につ

いてはできるたけ実施上で努力することによって予算を

縮少することとし、ジオラマ以外の部分を1イI目に実施

し、30～40㎡の環境復元ジオラマを2年Ⅲに実施する計

画をもって予算要求をした。

舞台はブナ林としてカモシカを主役とした。ただその

ままでは従来のどの博物館でも造っているものと同じに

なるので二つの新しい試みを導入した。一つは音と光の

変化によって朝・昼・晩を表現すること、他は2．3の

動物の入れ換えを図ることである。m者はそれほど目新

しいものではないが後者は全体が暗くなった時にクマゲ

ラがひっこんでフクロウが出てくる、何もなかった岩の

上にカエルが出る、キツネとタヌキが交代する、そして

それらにスポットが当るというアイデアであった。この

形で予算侮走に提出され、政策予算として術定が行われ

た。鳶して岐終的段階でそれまで2年災施であった計画

がジオラマについては再検討をすること、しかしその分

も含めてfi年度で実施することが決定された。

4ノ]から'炎施する計画が2〃に大きな変史を生じたの

であったが、館では直ちに三つの代案を作成した。①タ

一ンテーブルでより多くの助物を主役として見せる案（

図26)、②室内に森林をつくり、ジオラマのcpを来館荷

に歩いてもらう案（図27）、③エコシステムモデルの

案（図28）の三つであり、結局第2案に決定し'典施の

逆びとなった。この第2案には以前に二つの大きな伏線

があった。一つは生物歴示替懇談会でそのヒントとなる

ような話があり、in､'IはIお化け屋敷」という作業名を

与えて実施の方I"lをもっていたことである。要点はその

動物の生態を表わす部分とその周辺のみをくわしく作り

他はぼかしたり省略したりすることや、通路も土もりを

してわざとl"ll"lにしたらどうか、途中にヘビのｲ蛾1を埋

めこんでおいたらとうかなどの冗談まじりの意兄から上

記のような作業仮称となったのであった。もう-一つは当

時科博の鶴Ill総一郎先生の指導助言を受けた際に、II本

のように単年度事業として峻示を作る場合には必らずし

も「環境復元ジオラマ」でなくともよい。いやそうでない

い方向を模索すべきだ．という意見を頂いたことであった。

これらを総合して現在のように第1室に三つの島を作

り、クマとキツネを主役として秋を設定した部分、カモ

シカとクマゲラを主役として初夏を設定した部分、カモ

とハクチョウを中心とした冬の水辺の部分を一日のサイ

クルの中におくように作製した。環境復元ジオラマのよ

うにガラスの外側から見せ物を見るように自然の切取

りをのぞきこむのではなく、スギの巨木の肌にふれ、サ

サの葉とすれ合いながら腔示をみるという新しい機軸は

このように外部の意見を受けた形で誕生したものである。

このような形式の展示は全国でも殆んど顛例がなく、

正式にどういう名称で呼んでいいのか判断しかねている。

天井が3.6mしかなく実際の高木は葉をもつ高さでない

こと、三つの島の実Ifll砧が51㎡あり木の葉をつけると莫

大な金額になることから、高木は樹幹だけとし、林床も

ササ・スケなどを主体として簡略化したため、ジオラマ

という呼称も使いにくく、仮にオープンジオラマとして

いるが名称については大方の御意見を頂戴したい。

また。旧展水の｢I'で新展示に生き返えったものも少な

くない。ダイナビジョン・「/k辺の冬｣の造型部分・海ソ

ウのコルトン・背面のパネルなどは現在使用されている。

パネルの一部は水族館と県立高校で教育に役立っている。

これらについても館の総務課の意見を尊重した結果であ

り、できるだけ多くの人の意見をきき慎重に検討したの

が良い結果を得ているように,思われる。

Ⅲ企画から施工へ

担当の企画によって展示の成案を得るために、今回は
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外部の意見が有効であり、その後のテーマの変遷によっ

て骨子はあまり変わらなかったことは既に述べた通りで

ある。展示は文章よりも絵によって検討されることが多

い。この展示替えについても数次の絵の変遷があった。

基本設計以前の絵は担当による立面の素描であり、それ

らは主に予算資料となることで成案となる。しかし、テ

ーマの変化や提出先の微妙な州違によって少しずつの改

良が加えられそのパターンを単純に数えると10次にもわ

たる改正がなされている。その例を一部かかげる（図

29～32)｡その後基本シナリオの草稿（図33）ができ、

設計業者と担当の検討によって、きちんとしたレイアウ

ト上で展示のアイデアなどデティールと予算の取合いと

によって変化する（図34～37）。予算は既に前年度に

決定しており、その大枠をこえることはできない。しか

るに施工賀全体に対して直接工事費は81%にしか過ぎな

い。そのためアイデアの要求を出せば見砿はふくれ､見枝

書を洗い直し表現やテーマの調整をして近い価格に落して

次のレイアウトを行うというような事を繰り返す｡その結

果見積書は予算をほぼ下限として､上ったりもどったりと

いう形になる。今回の場合も施工費を100%として図化

すると第1図のようになる｡博物館の展示設計は現在非常

に専門化しており、大よその事は安心して業者に任せら

れる。しかし業者数が少ないため秋田県のような遠隔

地では密接な接触がとれない悩みがある。さらにアイ

デアについて言えば基本設計前が勝負だと考えてよ

い。予算にはねかえる表現手法はすべて基本設計前に

90兎

|"仙禰’
78年

2〃6ノl
雑本
設‘汁

8月10ﾉj
実施施l：
設計f算

シナリオに投入しておくことが最善の方法であろう。ソ

フトウエアの世界の事であり、業者側の対応にも限度が

あり、あまり何度もアイデアを出したがらない。今回は

担当も2度目のことで大筋をはずすことなく、設計側も

有能な人材の努力によって良い仕事をなし得たと確信す

る。

おわりに

｜附和50年から4年にわたる開館展示を経て今回生物部

p1の展示替えを行った。その結果展示は一つの大きな実

験であるという感を拭いさることができない。他と同様

にある側面からの批判は常にまぬかれることはできない

し、通俗に向えば向うほど学問的な面からの欠落を指摘

される。今回の展示は表現の上で大胆で派手なIhiもある

がこれはあくまでも実験的な考え方による。新規展示と

展示替えは担当の経験の上からも資料の集積の上からも

まったく異なるものであり、今後とも博物館職員の展示

に対する経験を充実させる必要があるし、展示工学につ

いての深い学習が必要であると考える。

参考文献

1.倉田公裕他1972秋田県立総合博物館設立構想

秋田県
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4．高、順1976部門展示のねらい生物

秋博研報No.1P52～53

5鶴田総一郎1978ICOM自然史国際委員会総会
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※ 54年4月1日より、第2、第3展示室の名称が変更
される。

－86－



環境膜ﾉCジオラマからオープンジオラマへ

．。,..↑
U↓

げ

J壷信＝割
．--1-弐

・･含華1．

雲雪華I（

~洞 乱

室坦
Q

捻＝==言一両万三言一頭声鼻二途＝…誠

抄lIZ野
4℃

H

に
1

I
や一一一

坐
》

一
一
一
一
、
ｌ

｝
今
－
０
９
●
。 雲蕊 -aa'*

.■■･ト－‐－．‐↓‐一・一

．、W・．“↓P－

遡ぃ;:rr….‐…1

塾§：｜|‐
"写、倉ｼI

『’

.-』抄

雛
I

職'1
・
・
其
・
・
町
．
‐
値
：
〃
‐
吋
州
侭
山
側
圏
一

‐
‐
‐
‐
・
‐
‐
‐
‐
‐
‐
’
』
一

蕊
…
一
通

、、

侭.『L,跨一」
巴．‐:I

”

←8.1Zr■0画..~,一鋸ピエも＝
↓
丁
．
↑
一

一
Ｆ
・
や
↑

Ｉ
一
鎧
Ｌ

』
た
ｒ
Ｉ
４

・
吾
△
一
・
ｒ
Ｉ
ト
』

一■ﾛﾛ.､.■凸.一

Ⅱ←■■ー？q←■

塵＝……雲-m:豊葺…霧雨言毒
一一丁｡_r■一一

r『に霊.琴?房

ー｡●ーー

r三＝ ●

⑨⑨ 、 、 －，‐‐・＠

1日展示平面図

⑨

、Q P 0R

’

’

『
’
１

、

●
ｌ
・
‐
ｌ
●

2新展示平面図

－87－



高IllII慣・高橋雅弥

ユニット展示台上

の標本

3－4

競歯},.皇＝礎禽IM川lのス ブ雨ナ
－

§鰹
－

一
“
‐

津
一
一
鍾
箪

5

パネル展示の一部蔦…

Ｆ
戯
〆

一~ も' 一－二一虻『樺--▽､竺----- 一 一 ~~一一一_守一

到蕊溌号

6

固定ケース内の展

示

－88－

…
驚鍵難当憲篭



環境復元ジオラマからオープンジオラマへ

え｡‘背竜'‘三一二
巳1 コ ‐

‐q鶴

7

簡易ジオラマ水鳥の生

活

＊

1

8

ガラスバーテーション

とガラス台上のカモシ

カなど

糠

畿
冠

I
L

、
鋤
玲
典
。
撚
輸
ｊ

迩
騒
蕊
醗
解
．

噸
《

一
．
？
‐且《

唾
《･’1．

』 ＃ !

雪爺

9

むき出しパネルの展示、

流温標本などのくみこ

み

.､甘’○
一
醐
配
師
曇
Ｔ
ｒ
，
６
■

輪 ＊
ア

ゴ

程

－89－



高田m-高橋雅弥

蕊
冒
蓉
轄

串
窪

謡鑑

灘
魂

:浄

ご瞳

鯉

、

喝
凧
圃

灘L

霧

挙
零

名

M

…ぜ

Ⅱ
誼

綴

第 1室全景

10-11カモシカとツキノワクマ

－90－



環境復元ジオラマからオープンジオラマへ

－91－

12

食物をさがして沢へお

りてきたクマの親子

サワガニは重力〈

13

テリトリーに入ってき

たカモシカと争うメス

のカモシカ

14

着水直前のカモ類

八郎潟残存湖を背景と

して



ー

｣

i,

『。
］'『‘u

i;

し

瞳
白白

高田順・高橋雅弥

鞭判

葡蕨

蕊
尉.-・;7劃

－92－

津

15－16 ･キジにジャンプしてと

らえるキツネ

,ノウサギをねらうイタ

千

17

烏のくちばしとあし

背景は里色の布パネル

18

けものの歯

後方の剥製と前面の頭

骨



環境復元ジオラマからオープンジオラマへ

密簿 #蕊
"P

匡着＝
鱗撚

画 ＝

＝屋"』＆△
…3，＝章

警騨慧謎』

恥プ

蕊蕊

気別
摩哉11,,.･作認i壷群時蕊

座雪 癒霞

ー'萩寺号?

.-AU』p

19-20「花と虫」ボタン操作
を中心とした美しい仕

上げ

眼謹

21

｢有毒・有害な生き物」

立体的な資料とパネル

面の変化で工夫している

る
⑪覇,震,｡固___

Z

－ 93－

22

「雪と生物」研究的な

展示として2年程度で

展示替えをする



,副IllIIM・高橋雅弥

－94－

葺灘溌霧
』垂今D･悪輔･守ﾛｬ､今栽稗号さ

Lﾆｼｰ,E噂､.f4－堪噺』ウ凸

令争ﾛ且里釦p$■二勺函9も

寺竃､■F~｡｡,rDTpFp』

■■4~:■則U毎号砥号お

■昔■~虹･‐も●､今幸SF

B｡＝･P牌■4.司竹今令

4口.F帝も－－◆●｡kF今

B4p生丑、LP

23

「高山植物」

ボタン点滅によ

ってライトをあ

てる

24

「森と林と木」

B面

スギの本柾張り

25

「森と林と木」

ブナ板張レノ

オートスライド

がある



環境復元ジオラマからオープンジオラマへ

－95－

26

ターンテーフ

ルの案

27

｢お化け屋敷」

の案

28

エコシステムモデ

ルの案



高田順・高橘雅弥

．"‘．．-．妄.．

’ .フ〃？￥やムチ．う
』

‐
Ｉ
凸 【ワラーコヰ:

ﾉﾅｸﾗｧ
"iU湖蒋､）

ナェ丁1FI叩系

ワQ
eJ

担当の素案,礎78

”，llLﾔーﾐ

－に－．丘
‐
■
ｌ
■'’

噂．
／

●
‐
ｂ
‐
‐
‐
■
，
－
劇

一一

｜・

順

30

担当の素案

H
今■

●■凸〃■■一

’
〃 E1

アP ■ 甲 屍 ヴヂー

L
｡■■．I

0－h．P.q凡

、

町PP■■西一〆

琴
、■■

司
り

ｉ
）

｝
令

､ b

ー ～

ー
31

担当の素案

ⅡDqpB

凸夕

”07．モェ心D，画或｡"端忌』わ｡｡",

1 91

’
』＝

･砦"．曇.'零ﾚ．､-･叫／,〆涛亨．'"『

32

担当の素案

9,.-【vR1f'｡』
廿宅●期00ユ:

－ 96－

蕪毒
婦,..‘_．,畦It舟飛,.,･･“

；｜‘
一､ﾛ’

１
１
〃
ロ

十
■
ｌ
０
Ｄ
０
Ｊ

ｌ
ｉ
Ｉ 皇

_墓
篭

蕊
＃

”
曲！

！
！
‐
‐
．
‐
‐
Ｉ

‐
！
ｌ
‐
｜
や
一
』
｜
軸
一
・
吋
一

1
3
11-

m樹弾

" I'闇

窯

葱

｜
へ
魂
１
－

－
１
：
｜

｜
／
１
１
差

ト
レ
ｌ
‐

ｌ
‐
・
Ｉ

ｊ
ｉ
Ｉ
ｌ
側
：
‐
‘
；
‐



隙境裡元ジオラマからオープンジオラマへ

Z-I兄乙昆頂 |、民張押季7乳領令､捜物!ｼ:f-t牛土‘’1．
噂<淀_吟.砦慢

内膿診表哩

‘(叶誇､狸初句･iいりか､同し分趨'A
，､4}､卜･":乙.ヶ塾f抑え.のう,<知f梶ざし

ワ争一・詞IL･トン

81'¥

ｻﾝ晩報）・ｱﾉﾘ”cﾄｿ･”上且Tン
4押永

・工ロブL~ジ■〆

唯fトア･･ﾘﾂ

ﾄうでIもハ寺PffJUも守歩ｻﾜ牙

:､7．‘!|ｶｼTﾌLﾄﾘ(外報)¥”えｻﾝ晩鋸)･ア7ﾗ丁科蜘兄r筏
ｺｮﾚﾄﾝ

･ナス斜-尺rH
ユレトン

毒劣鏡漏‘星暖累，庇!』亀外,息か.い･､““・
し7ざ'J〃蜂ｺﾙﾄ･ﾝ須勿又．：ﾉﾀ人●･-ﾉar･で才6

吃.F平lpr･采r『･“誕邑

j嫁公廊6it..i世好一､「て･さ】,j“ﾔﾉﾎ
』:，,3．9噛二こ

ぎ』¥t巳画と67向ﾗｼﾌ..『?'抑ﾝ廷降
．'Lトンn円211

斗に‘4浜・脈1名どら見え“、

厄''唖瓜と白色尤隆掌斗fK”‘L'-9.9&

5．丘畠具,･ﾙｳ'1今ｼﾘ,ﾉ合一
卜うぎ,'ノハTl､.+4積#”7のﾋﾉﾊﾅﾉfｳﾌ乃陀“

6アヶハfJウの役は隆塑鮫窒1回紙急撫:こ

･脅子鱗｡'LI･ﾝ‘"〃

・ゴlルトンェィナズトパォ'し

33

担当による基本

シナリオの素案

・臼.f･ザ昂疋E‘隆唾

J1パフ'･リー

･ず柾足良押禾

･喚霞qレフ･･ﾉカ

・ｲｽﾄﾊ･茅iL／

'余樹に-A
･7ｹ’八押小

， LIIl ’

蕊；
、、

一
庁
・
一

戸
声
叱
↑

も
巳
戸

戸
声
叱
↑

Ｐ
一
」
匂

⑤
I

引
一一一

34

基本設計

一
‐
、
凸

一
呪

一
坪
一

控

一
両
！

向
い
難

‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｏ
１
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｐ
Ｉ
ｒ
０
ｌ
Ｉ
‐
１
１
６
：
制
一
，

|／-程一一書普一十=琵割苧＝r－i－／
瞳亜睡r？霞f'て

1
1J

ｊ

ﾏ’‐．．。一~弓ろ.－一一二J－．。

司詞閏－門ご

ざ駕溶；．願41W1,ﾛﾙﾉ年ﾌMM): 35

中間の設計
↑

p伊oa1

'ism～oc

1-1,”北斗鯵仏2－

－97－



高日］順・高橋雅弥

丁
’

■
０

36実施設計

37施工案

1
'’
11

才
ず.ｰ里

Jr

e①

|・f
lﾛ

|，1

1．，

|i】

い
と

!L,690--
証bﾏマ網0－．

1一－－■＝

－98－


